
①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○ ○データサイエンス概論　データサイエンス入門 一部開講

全学開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得
るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

様式2－1

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

薬学部薬学科
プログラムを構成する下記3科目の3 4単位を取得すること。
・情報リテラシー(1単位)
・薬学数学(1単位)
・データサイエンス概論(1単位)
・データサイエンス入門(2単位)

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結
びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

データサイエンス概論　データサイエンス入門 一部開講

全学開講
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○

2 ○ ○ ○

全学開講

薬学数学 一部開講

データサイエンス概論　データサイエンス入門 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報リテラシー 全学開講

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る
上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

データサイエンス概論　データサイエンス入門 一部開講

全学開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス概論」(2回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス概論」(2回目)
・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス概論」(10回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

・社会変化を引き起こすもの、イノベーション
　「データサイエンス概論」(1回目)　「データサイエンス入門」(2回目)

・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス概論」(10回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)

Pythonプログラミングの基礎と応用 4‐6画像解析

実践医療統計学 4-1統計および数理基礎

実践医療統計学 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

pythonを使った統計解析の基礎 4-1統計および数理基礎

pythonを使った統計解析の基礎 4‐2アルゴリズム基礎

医薬品情報 4-1統計および数理基礎

医薬品情報 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

pythonを使った統計解析の基礎 4‐3データ構造とプログラミング基礎
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

・情報倫理の観点から、情報を取り扱う上での注意点「情報リテラシー」(8回目)

・情報を守る上でのセキュリティ技術「情報リテラシー」(9回目)

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・基本的な統計量「薬学数学」(1回目)
・順列と組み合わせ「薬学数学」 (2回目)
・確率分布表の作成「薬学数学」 (3回目)
・反復試行の定理「薬学数学」(4回目)
・二項分布「薬学数学」 (5回目)
・正規分布「薬学数学」 (6回目)
・母集団と標本「薬学数学」 (8回目)
・推定と検定「薬学数学」(9、10回目)
・公共分野（国や地方自治体）のデータについて、学ぶ。特に、医療系のデータ
　「データサイエンス入門」（13回目）

・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方
　「データサイエンス概論」(3回目)
・Pythonで実際のデータを扱い具体的に統計を行い、結果の説明を実施する
　「データサイエンス概論」（4回目〜9回目）
・公共分野（国や地方自治体）のデータについて、学ぶ。特に、医療系のデータ
　「データサイエンス入門」（13回目〜14回目）

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス概論」(10回目)
・データ分析のアプローチ方法、統計とAIの違い及びデータ加工の概要
　「データサイエンス入門」(4～5回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス概論」(2回目)
・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方「データサイエンス概論」(3回目)
・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス概論」(10回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)
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2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

AIやデータサイエンスの基礎知識を身につけ、卒業後の社会におけるAIやデータサイエンスの活用の基礎力を醸成する。
・医療分野において、AIやデータサイエンスがどのように活用されているか、社会の変化を知り、問題解決に繋がっていることを理解する。
・AIやデータサイエンスの活用の倫理を知り、情報セキュリティや個人情報保護の観点から、有用性のみならず、脅威や留意事項を知る。
・医療・健康・薬剤に関連するオープンデータ（例:National Data Baseなど）や、各コースの専門に関連した実データなどを活用し、統計処理や
データ分析を行い、数理的知識と理論、方法を体系的に理解し実践する。演習を取り入れ、理解を深める。

https://www.nichiyaku.ac.jp/course-information/datascience-center/educational-programs/

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方
　「データサイエンス入門」(3回目)
・Pythonで実際のデータを扱い具体的に統計を行い、結果の説明を実施する
　「データサイエンス概論」（4回目〜9回目）
・医療系のデータを活用しExcel等で分析「データサイエンス入門」（14回目〜15回目）
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

情報リテラシー 全学開講

データサイエンス入門 一部開講

様式2－2

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

薬学部医療ビジネス薬科学科ビジネス薬学コース、情報薬学コース
プログラムを構成する下記3科目6単位を取得すること。
・情報リテラシー(2単位)
・数学・統計学の基礎(2単位)
・データサイエンス入門(2単位)

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結
びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

全学開講

情報リテラシー 全学開講

データサイエンス入門 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得
るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

全学開講
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単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

データサイエンス入門 一部開講

全学開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る
上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

情報リテラシー 全学開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

全学開講

数学・統計学の基礎 一部開講

データサイエンス入門 一部開講
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⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目

pythonを使った統計解析の基礎 4‐3データ構造とプログラミング基礎

Pythonプログラミングの基礎と応用 4‐6画像解析

pythonを使った統計解析の基礎 4-1統計および数理基礎

pythonを使った統計解析の基礎 4‐2アルゴリズム基礎

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

・情報化社会で起きている変化「情報リテラシー」(3回目)
・社会変化を引き起こすもの、イノベーション「データサイエンス入門」(2回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス入門」(2回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

・身近な情報システム、ビッグデータと組込みシステムや IoT 、AI 、ユニバーサルデザイン
　「情報リテラシー」(3回目)
・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス入門」(2回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス入門」(2回目)
・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス入門」(10回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・グラフ、割合、比率、四則演算および指数・対数、データのばらつきの度合、確率変数と確率分布
  「数学・統計学の基礎」(2～11回目)
・公共分野（国や地方自治体）のデータについて、学ぶ。特に、医療系のデータ
　「データサイエンス入門」（13回目）

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス入門」(10回目)
・データ分析のアプローチ方法、統計とAIの違い及びデータ加工の概要
　「データサイエンス入門」(4～5回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
　「データサイエンス入門」(2回目)
・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
　「データサイエンス入門」(10回目)
・社会インフラ、農林水産業、サービス業、製造業など多様な分野でのデータサイエンス活用
　「データサイエンス入門」(6～12回目)

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

・メディアリテラシー、個人情報保護、肖像権とパブリシティ権、著作権「情報リテラシー」(2回目)

・コンピュータウイルスとその対策、ネット犯罪とその対策、ネット利用のリスク、安全に情報機器やネット
ワークを利用する方法「情報リテラシー」(1回目)
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2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方「データサイエンス入門」(3回目)
・Pythonで実際のデータを扱い具体的に統計を行い、結果の説明を実施する
　「データサイエンス入門」（4回目〜9回目）
・公共分野（国や地方自治体）のデータについて、学ぶ。特に、医療系のデータ
　「データサイエンス入門」（13回目〜14回目）

・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方「データサイエンス入門」(3回目)
・Pythonで実際のデータを扱い具体的に統計を行い、結果の説明を実施する
　「データサイエンス入門」（4回目〜9回目）
・医療系のデータを活用しExcel等で分析「データサイエンス入門」（14回目〜15回目）

AIやデータサイエンスの基礎知識を身につけ、卒業後の社会におけるAIやデータサイエンスの活用の基礎力を醸成する。
・医療分野において、AIやデータサイエンスがどのように活用されているか、社会の変化を知り、問題解決に繋がっていることを理解する。
・AIやデータサイエンスの活用の倫理を知り、情報セキュリティや個人情報保護の観点から、有用性のみならず、脅威や留意事項を知る。
・医療・健康・薬剤に関連するオープンデータ（例:National Data Baseなど）や、各コースの専門に関連した実データなどを活用し、統計処理や
データ分析を行い、数理的知識と理論、方法を体系的に理解し実践する。演習を取り入れ、理解を深める。

https://www.nichiyaku.ac.jp/course-information/datascience-center/educational-programs/
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①具体的な修了要件 ②教育プログラムの修了要件

単位数 必修 1-1 1-6 単位数 必修 1-1 1-6

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

単位数 必修 1-2 1-3 単位数 必修 1-2 1-3

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

情報リテラシー 全学開講

データサイエンス入門 一部開講

④「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールになり得
るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

情報リテラシー 全学開講

データサイエンス入門 一部開講

様式2－3

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違する

薬学部医療ビジネス薬科学科ビジネス薬学コース、情報薬学コース
プログラムを構成する下記3科目6単位を取得すること。
・情報リテラシー(2単位)
・数学・統計学の基礎(2単位)
・データサイエンス入門(2単位)

③現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接に結
びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

×様式2-3削除
様式2-2と様式2-3は医療ビジネス薬科学科のコースにより区分していたが

医療ビジネス薬科学科の修了要件が同一となったため、様式2-3は削除

11



単位数 必修 1-4 1-5 単位数 必修 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必修 3-1 3-2 単位数 必修 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3 単位数 必修 開講状況 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○

2 ○ ○ ○

数学・統計学の基礎 一部開講

データサイエンス入門 一部開講

⑦「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・デー
タサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報リテラシー 全学開講

⑥「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを守る
上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

データサイエンス入門 一部開講

⑤「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケ
ア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

12



⑧選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑨プログラムを構成する授業の内容

授業に含まれている内容・要素

1-1

1-6

1-2

1-3

講義内容

（１）現在進行中の社会変化（第
４次産業革命、Society 5.0、
データ駆動型社会等）に深く寄
与しているものであり、それが自
らの生活と密接に結びついてい
る

・情報化社会で起きている変化「情報リテラシー」(3回目)
・社会変化を引き起こすもの、イノベーション「データサイエンス入門」(1回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
「データサイエンス入門」(2回目)

（２）「社会で活用されているデー
タ」や「データの活用領域」は非
常に広範囲であって、日常生活
や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの

・身近な情報システム、ビッグデータと組込みシステムや IoT 、AI 、ユニバーサルデザイン
「情報リテラシー」(3回目)
・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
「データサイエンス入門」(2回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
「データサイエンス入門」(2回目)
・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
「データサイエンス入門」(10回目)

データサイエンス入門 4‐8データ活用実践（教師あり学習）

データサイエンス入門 4‐9データ活用実践（教師なし学習）

データサイエンス入門、Pythonプログラミングの基礎と応用 4‐3データ構造とプログラミング基礎

データサイエンス入門 4‐6画像解析

pythonを使った統計解析の基礎 4-1統計および数理基礎

データサイエンス入門 4‐2アルゴリズム基礎

授業科目 選択項目 授業科目 選択項目
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1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・グラフ、割合、比率、四則演算および指数・対数、データのばらつきの度合、確率変数と確率分布
  「数学・統計学の基礎」(2～11回目)

（３）様々なデータ利活用の現場
におけるデータ利活用事例が示
され、様々な適用領域（流通、製
造、金融、サービス、インフラ、
公共、ヘルスケア等）の知見と
組み合わせることで価値を創出
するもの

・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
「データサイエンス入門」(10回目)

・社会インフラ、医療、製造など多様な分野でのデータサイエンス活用事例
「データサイエンス入門」(2回目)
・統計と AI の違いやデータ分析のアプローチ方法及びデータ加工の概要
「データサイエンス入門」(10回目)

（４）活用に当たっての様々な留
意事項（ELSI、個人情報、データ
倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、
情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事
項への理解をする

・メディアリテラシー、個人情報保護、肖像権とパブリシティ権、著作権「情報リテラシー」(2回目)

・コンピュータウイルスとその対策、ネット犯罪とその対策、ネット利用のリスク、安全に情報機器やネット
ワークを利用する方法「情報リテラシー」(1回目)
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2-2

2-3

⑩プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑪プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

（５）実データ・実課題（学術デー
タ等を含む）を用いた演習など、
社会での実例を題材として、
「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用法に関す
るもの

・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方「データサイエンス入門」(3回目)
・Pythonで実際のデータを扱い具体的に統計を行い、結果の説明を実施する「データサイエンス概論」（4回
目〜9回目）

・世の中で活用されている様々なデータの紹介とデータの扱い方「データサイエンス入門」(3回目)
・Pythonで実際のデータを扱い具体的に統計を行い、結果の説明を実施する「データサイエンス概論」（4回
目〜9回目）

AIやデータサイエンスの基礎知識を身につけ、卒業後の社会におけるAIやデータサイエンスの活用の基礎力を醸成する。
・医療分野において、AIやデータサイエンスがどのように活用されているか、社会の変化を知り、問題解決に繋がっていることを理解する。
・AIやデータサイエンスの活用の倫理を知り、情報セキュリティや個人情報保護の観点から、有用性のみならず、脅威や留意事項を知る。
・医療・健康・薬剤に関連するオープンデータ（例:National Data Baseなど）や、各コースの専門に関連した実データなどを活用し、統計処理や
データ分析を行い、数理的知識と理論、方法を体系的に理解し実践する。演習を取り入れ、理解を深める。

https://www.nichiyaku.ac.jp/course-information/datascience-center/educational-programs/
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1

令和6年度ガイダンス資料
健康・医療データサイエンス教育プログラム

(リテラシーレベル)について

開講の趣旨
デジタル社会の「読み・書き・そろばん」であると言われる「数理・データ
サイエンス・AI」の基礎を学ぶことは、全国民にとって必要とされ、 実社
会で活躍するための基礎的素養となってきました。
そこで、本学では、この3項目に関する基礎的な知識（リテラシーレベ
ル）を身につけることを目的に、健康・医療データサイエンスプログラムを
開講し、プログラム修了者にはプログラム修了証を発行します。

文部科学省への申請と認定
令和3年度に開講し、令和3年度の履修者実績を文部科学省に申請し
て文科省のプログラム認定を受ける予定です。プログラム認定された場
合には、修了証に文科認定のロゴが入ります。
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このプログラムで学べる事
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令和6年度 日本薬科大学
健康医療データサイエンスプログラム

（文科省認定数理・データサイエンス・AIプログラム（リテラシーレベル））

修了証

日薬 太郎

上記のものは令和6年度日本薬科大学健康医療データサイエンスプログラ
ム（数理・データサイエンス・AIプログラム）を修了したことを証します。

令和7年3月31日 学長 都築 稔
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学年

2年後期～4年

2年前期～4年

1年後期～4年

1年後期

1年前期～4年

1年後期 情報リテラシー

コンピュータスキル実践学

薬学数学

データサイエンス入門

ブログラミング基礎オフィスアプリケーションⅡ

令和6年度入学情報系科目カリキュラムツリー
（薬学科）

健康・医療データサイエンス
教育プログラム科目

数理・データサイエンス・AI
関連科目

プログラムは、3科目単位修得でプログラム修了とする

オフィスアプリケーションⅠ メディアコンテンツ基礎

オフィスアプリケーションⅢ メディアコンテンツ応用

Pythonブログラミング基礎と応用 データサイエンスのためのExcel

Pythonを使った統計解析の基礎
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学年

2年後期～4年

2年前期～4年

1年後期～4年

1年後期

1年前期～4年

1年後期 情報リテラシー

コンピュータスキル実践学

数学・統計学の基礎

データサイエンス入門

ブログラミング基礎オフィスアプリケーションⅡ

令和6年度入学情報系科目カリキュラムツリー
（医療ビジネス薬科学科）

健康・医療データサイエンス
教育プログラム科目

数理・データサイエンス・AI
プログラム関連科目

プログラムは、3科目単位修得でプログラム修了とする

オフィスアプリケーションⅠ メディアコンテンツ基礎

オフィスアプリケーションⅢ メディアコンテンツ応用

Pythonブログラミング基礎と応用 データサイエンスのためのExcel

Pythonを使った統計解析の基礎
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日本薬科大学

健康・医療データサイエンス教育プログラム 取組概要

目
的

科目構成内容概要
プログラム
検討体制

デジタル社会において「数理・データサイエンス・AI」の基礎を学ぶことは、実社会で活躍するための基礎的素養であ
る。薬剤師、診療情報管理士他、広く医療に関わる人材育成を担う当大学は、学生が将来活躍する分野を視野に、数
理・データサイエンス・AIに関するリテラシーを体系的に学べるプログラムを構築し実施することを目的する。

【特徴】
・医療および周辺産業の関連事例を多く学ぶ
・健康・医療関連データ等を実際に使って学ぶ

【令和6年度】

【令和6年度以降のさらなる取組】

有機的に連携し、質の高いプログラ
ムを目指す

データサイエンス
センター委員会

令和6年度に「データサイエンス入門」」
を全学共通科目として高度な技術も合わ
せて修得でき、リテラシーレベルを修了
できるようになった。
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